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補 正 予 算

◎条例改正
◇�江差町・上ノ国町学校給食センター運営事業（専
決処分）� 1,139万円（全額一般財源）

　本年３月31日をもって解散した江差町・上ノ国
町学校給食組合の未払金にかかるもので、給食材
料費や給食センターの管理運営委託費等、業者の
請求締め日の関係上、３月31日以降に支払う必要
があったことから、専決処分したもの。
※全額一般財源となっているが、町が組合から引
き継いだ、余剰金が財源となっている。
◇�伝統文化のまちづくり共創型空港アクセス改善
事業� 95万8千円（全額一般財源）

　檜山南部地域と函館空港との公共交通アクセス
の改善を図るもので、運行期間や運賃等を一部見
直し実施するもの。運行経費及び広告費に係る事
業負担金を措置。

◇定額減税調整給付金不足額給付事業
� 34万4千円（全額国庫支出金）
　令和６年分所得税額及び定額減税の実績等が確
定したことにより、追加で不足額給付の対象者を
抽出するためのシステムを改修するもの。
◇子育て支援センター備品等整備事業
� 499万7千円（全額一般財源）
　町立日明保育園・水堀保育園の統合にあたり、新
たに道立江差病院院内保育所に統合の上、子育て支
援センター機能をあわせもつ町立保育所として開設
するために必要な保育備品の整備を行うもの。
◇経営所得安定対策等推進事業
� 82万2千円（全額道支出金）
　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物
を対象に、その差額を交付し、農業経営の安定と
国内生産力の確保を図るもの。

◇江差港マリーナ浮桟橋ガイドローラー交換事業
� 163万円（全額一般財源）
　桟橋と固定杭との衝突による衝撃を緩和する機
能等を備え、海上作業効率と安全確保の役割を担
う係留部品であるが、経年劣化による損傷が進み、
著しい機能低下が見られることから交換するもの。
◇小学校・中学校ＩＣＴ環境整備事業
� 11万円（その他特定財源及び一般財源）
　町立小学校・中学校学習者用コンピューターに
係る、端末操作学習会費用及びカラープリンター
等の備品整備費用。
◇参議院議員通常選挙事業
� 24万7千円（全額国庫補助金）
　国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法
律に規定する国が負担する経費で、最近における
物価の変動等を考慮し、選挙等の円滑な執行を図
るため、3年に一度の参議院議員通常選挙の年に
基準額の見直しを行うもの。

◎国民健康保険費特別会計
◇�医療系システム保険者業務端末更新事業
� 41万1千円（全額一般財源）
　現在使用している端末サポート期間が終了する
ことに伴い、セキュリティ対策のアップデートが
されなくなることから、更新するもの。

◎公共下水道事業会計
◇�江差・上ノ国下水道管理センター外電気設備更
新工事

� 1億3,695万2千円（債務負担行為補正）
　令和７・８年度の２か年で協定を締結し実施す
る工事であるが、令和７年度社会資本総合交付金
内示額が確定したことから、補正するもの。

◎財源更正
◇子育て支援センター整備事業
� 290万円（一般財源から地方債）
　町立日明保育園・水堀保育園の移転改築工事に
係る工事監督業務において、過疎対策事業債を適
用できることになったことから更正するもの。

一　般　事　業

子育て支援センター備品等整備事業等子育て支援センター備品等整備事業等
計910万8千円を補正計910万8千円を補正

６月定例会６月定例会　　こんなことが決まりました！こんなことが決まりました！

６月１９日に開催された第２回定例会で補正予算を含む議案等が審議され、全て原案のとおり可決されました。

函館空港と檜山３町（江差町・上ノ国町・厚沢部町）を結ぶ
乗合タクシー「かもめ号」
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そ の 他
◎財産の取得
◇町立小・中学校学習者用コンピューター等
　[契約相手方]　東日本電信電話株式会社
　[契約の金額]　１，６７９万２，８７５円

◎工事請負契約の締結
◇子育て支援センター増改築工事
　[契約相手方]　亀田工業・前田組
　　　　　　　　経常建設共同企業体
　[契約の金額]　８，８５５万円

◎条例改正
◇江差町国民健康保険税条例の一部改正
　国民健康保険税率の改正に伴うもの。
◇�投票管理者等の報酬及び費用弁償並びにその支
給方法に関する条例の一部改正

　投票管理者及び投票立会人等の報酬額を改定す
るもの。
　投票管理者等が交代した場合に対応する報酬と
するもの。
◇�江差町議会議員及び江差町長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の一部改正

　選挙運動用ビラの作成単価を改定するもの。

◎報告
◇和６年度一般会計継続費繰越計算書
　令和８年度までの3か年事業として継続費を設
定したものの年割額の変更。江差新栄デジタルテ
レビ中継局送受信機更新事業、5,227万8千円を
逓次繰越。
◇令和６年度一般会計繰越明許費繰越計算書
　令和７年度に繰越して使用する予算について報
告。北の江の島構想推進他9事業。2億9,704万4千
円を繰越。

６月定例会６月定例会　　こんなことが決まりました！こんなことが決まりました！

意 見書を提出
　６月定例会では９件の意見書を提出し、全て可決、関係行政機関へ送付しました。

《可決》
◇地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について
◇ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書の提
出について

◇義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１/2への復元、「30人以下学級」など教育予算確保・拡
充と就学保障の実現に向けた意見書の提出について

◇道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を抜本的に見直しすべての子どもにゆ
たかな学びを保障する高校教育を求める意見書の提出について

◇令和６年度北海道最低賃金改正等に関する意見書の提出について
◇適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止等を求める意見書について
◇米の安定供給や食料支援の緊急対策を求める意見書の提出について
◇国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書の提出について
◇将来にわたり安全安心な医療・介護制度の提供を求める意見書の提出について

増改築工事予定の「道立江差病院院内保育所」
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せています。
◆表示の説明◆
　文中の再、再再はそれぞれ再質問、
再再質問を表します。

一
般
質
問

一
般
質
問

５５
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

　次のとおり、町長が行政報告しました。

１　令和６年度江差町各会計決算見込みについて
　　　歳入総額　　６７億８，５００万２千円
　　　歳出総額　　６４億７，８０１万円
　　　歳入歳出差引　３億　　６９９万２千円
　�　繰越明許費繰越しを差し引いた実質収支は２億８，
７３１万８千円で、１億５千万円を財政調整基金に積
立、残額は繰越金。

２　令和６年度江差町水道事業会計決算概要について
　　　営業収益　　　２億４，４４９万７千円
　　　営業費用　　　２億７，４８５万３千円
　　　営業外収益　　１億９，９３８万４千円
　　　営業外費用　　　　　　３，０３７万円
　　　当年度純利益　１億３，８８０万７千円

３　�令和６年度江差町公共下水道事業会計決算概要につ
いて

　　　営業収益　　　　　３，６９２万３千円
　　　営業費用　　　２億　　８９３万８千円
　　　営業外収益　　２億８，９８７万８千円
　　　営業外費用　　　　２，７５５万６千円
　　　当年度純利益　　　８，９８８万円

４　�令和６年度江差町・上ノ国町学校給食組合会計決算
概要について

　　　歳入総額　　　１億５，２７６万３千円
　　　歳出総額　　　１億３，９６７万６千円
　　　実質収支額　　　　１，３０８万７千円
　　
５　寄付採納について
　◇北清えさし株式会社　代表取締役　湯藤　　学　様
　　現金１０万円
　　（町内清掃活動等環境保全活動として）
　　（五勝手海岸の流木やゴミ等の漂着物回収も併せて）
　◇株式会社アガルート　代表取締役　岩崎　北斗　様
　　企業版ふるさと納税１０万円
　◇シン・エナジー株式会社
� 代表取締役　乾　　正博　様
　　企業版ふるさと納税３００万円
　　（昨年度・一昨年度・一昨昨年度も同額のご寄附）

第 2 回定例会  第 2 回定例会  行政報告
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な
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な
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と
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歴

史
と
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に
優
れ
た
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ー

シ
ャ
ル
ラ
ン
ド
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を
最
大
限
活
用
す
る
道
の

駅
が
誕
生
す
る
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能
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大
い
に
考
え
ら
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る
が
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江
差
に
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す
る
強
い
思
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し
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前
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き
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町
長
新
し
い
道
の
駅
の

立
地
環
境
の
優
位
性
に
つ

い
て
、
自
然
環
境
や
そ
れ

を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
、
北
前
船
の
交
易
な

ど
江
差
の
歴
史
を
伝
え
る

数
々
の
資
源
の
存
在
は
道

の
駅
事
業
を
進
め
る
上
で
、

し
っ
か
り
と
し
た
連
携
を

図
る
こ
と
で
来
館
者
の
増

加
、
道
の
駅
の
収
益
性
の

向
上
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
、

災
害
時
の
対
応
、
と
り
わ

け
津
波
発
生
時
の
対
応
に

つ
い
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は
、
ハ
ー
ド
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新
し
い
道
の
駅
の
建
設

は
他
の
道
の
駅
に
は
例
の

少
な
い
立
地
条
件
に
あ
り

歴
史
を
楽
し
め
る
散
策
路

や
自
然
景
観
な
ど
、
ア
ウ

ト
ド
ア
的
要
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と
組
み
合

わ
せ
た
活
用
方
法
を
検
討
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れ
る
な
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更
な
る
グ

レ
ー
ド
ア
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繋
が
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可
能
性
が
大
き
い
と
考
え

る
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防
災
対
策
は
、
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常
を

通
じ
た
取
り
組
み
を
最
優

先
さ
れ
、
か
も
め
島
と
道

の
駅
の
連
係
を
今
後
し
っ

か
り
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討
す
る
必
要
が
高
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と
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え
る
が
、
そ
れ
に

対
す
る
考
え
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新
し
い
道
の
駅
は
か
も

め
島
周
辺
の
整
備
構
想
の

中
核
施
設
と
し
て
機
能
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問
　
新
道
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と
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も
め
島
周
辺
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機
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答
　
拠
点
施
設
と
位
置
付
け
機
能
の
充
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図
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室井　正行議員

自
由
民
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党
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ろ
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正ま

さ
ゆ
き行

相
乗
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発
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き
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よ
う
進
め
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い
か
な
け
れ

ば
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ら
な
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お

り
、
道
の
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が
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差
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の
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も
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辺
の
み
な
ら
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町
や
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町
、
い
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し
え
街
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ど
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遊
す
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組
み
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作
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い
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こ
と
も
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要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
た
め
ご
理
解
願

い
ま
す
。

フ
ト
両
面
で
の
対
策
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、
津
波

対
策
と
し
て
屋
上
デ
ッ
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を
一
時
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難
ス
ペ
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想
定
し
十
分
な
広
さ
の
確

保
を
求
め
て
い
る
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災
害

発
生
時
に
は
公
共
施
設
と

し
て
必
要
な
災
害
対
応
を

行
う
こ
と
と
し
、
ソ
フ
ト

面
で
は
災
害
発
生
時
に
迅

速
で
的
確
な
避
難
誘
導
が

図
ら
れ
る
よ
う
避
難
誘
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
避

難
訓
練
の
実
施
な
ど
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
道
の
駅
利
用
者

だ
け
で
は
な
く
、
災
害
発

生
時
に
か
も
め
島
周
辺
に

滞
在
す
る
方
々
の
避
難
誘

導
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ど
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よ
う
に
進
め
て

い
く
か
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町
と
し
て
考
え

方
を
整
理
し
た
後
、
道
の

駅
に
お
け
る
避
難
誘
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
避
難

訓
練
の
実
施
な
ど
に
つ
い

て
受
託
事
業
者
と
協
議
を

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

ご
理
解
願
い
た
い
。

　
か
も
め
島
周
辺
の
活
性

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

道
の
駅
を
拠
点
施
設
と
位

置
づ
け
、
機
能
の
充
実
を

図
り
な
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ら
、
か
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島

周
辺
の
ア
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テ
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や
開
陽
丸
記
念
館
な
ど
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て
い
る
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港
湾
道
路
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け
る
電

線
類
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地
中
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関
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て
、

今
後
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て
可
能
性
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探
っ
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い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
た
め
ご
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解

願
い
ま
す
。

　
新
し
い
道
の
駅
整
備
を

契
機
と
し
て
、
ア
プ
ロ
ー

チ
道
路
を
含
め
、
歴
史
や

自
然
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
、
そ
し
て
か
も
め
島
周

辺
に
人
々
を
い
ざ
な
う
よ

う
な
空
間
作
り
に
つ
い
て
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の
設
置

に
つ
い
て
も
一
つ
の
手
法

と
し
て
引
き
続
き
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。

再
か
も
め
島
を
含
め
た

全
域
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
と
し
て
整
備

し
、
後
世
に
残
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

町
長
北
前
船
の
繋
が
り
、

ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
も
含
め

て
観
光
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

　
国
道
か
ら
か
も
め
島
に

至
る
区
間
は
、
車
を
最
優

先
の
道
路
の
み
と
考
え
ず
、

先
祖
が
北
前
船
で
江
差
に

来
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
さ

れ
る
地
域
の
名
前
な
ど
を

記
し
た
標
識
な
ど
を
立
て

る
な
ど
、
見
え
る
化
が
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見

を
伺
う
。
技
術
的
な
意
見

と
し
て
、
電
線
の
地
中
化
、

交
差
点
改
良
に
は
江
差
を

象
徴
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

町
長
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等

を
設
置
す
る
と
し
た
場
合

は
、
町
の
負
担
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
、
活
用
す

る
場
合
は
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
の
機
能
、
目
的
を
妨

げ
な
い
よ
う
視
認
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
高
さ
は

最
大
で
も
１
．
６
ｍ
以
内

と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
他
、
設
置
範
囲
も
限

定
さ
れ
、
さ
ら
に
今
後
、

近
隣
町
で
計
画
さ
れ
て
い

る
陸
上
風
力
発
電
施
設
建

設
に
伴
う
部
材
の
運
搬
の

際
に
支
障
に
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

活
用
は
難
し
い
と
判
断
し

問
　
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
に
歴
史
の
見
え
る
化
を

答
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く

新道の駅の内部 新道の駅の外観
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北
海
道
よ
り
、
発
生
確

率
は
低
い
も
の
の
、
日
本

海
沿
岸
の
大
規
模
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
太
平
洋

沿
岸
に
比
べ
て
、
短
時
間

で
の
津
波
到
達
と
い
う
発

表
が
さ
れ
た
。

　
本
年
度
、
江
差
町
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

を
実
施
し
、
災
害
時
の
住

民
へ
の
迅
速
な
防
災
情
報

の
伝
達
精
度
が
格
段
に
向

上
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
更
な
る
防
災
減
災
に

向
け
て
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
江
差
町
地
域

防
災
計
画
の
早
急
な
見
直

し
等
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
の
対
応
を
伺
う
。

町
長
防
災
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
は
、
令
和
８
年
度

運
用
開
始
に
向
け
整
備
を

進
め
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
て
、
防

災
情
報
を
住
民
へ
確
実
か

つ
迅
速
に
伝
達
し
、
早
期

問
　
江
差
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は

答
　
機
会
を
見
て
見
直
し
等
を
実
施
す
る

無　
会　
派

議
員

塚つ
か
も
と本　

　
眞ま

こ
と

塚本　　眞議員

適
切
に
取
り
扱
う
た
め
の

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

協
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

趣
旨
、
紹
介
、
警
察
署
の

責
務
、
町
の
責
務
な
ど
を

規
定
し
て
い
る
。

犯
罪
被
害
者
支
援
等
条
例

の
基
本
理
念
に
あ
る
犯
罪

被
害
者
等
の
支
援
に
関
し

て
は
、
関
係
機
関
等
が
相

互
に
連
携
協
力
し
、
犯
罪

被
害
者
等
の
状
況
な
ど
に

十
分
配
慮
し
て
い
く
。

が
所
見
を
伺
う

教
育
長
通
知
表
は
、
法

令
上
の
義
務
は
な
く
、
学

校
長
の
裁
量
で
様
式
や
内

容
を
決
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
廃
止
し
て
い
る
学
校

も
あ
る
。

　
通
知
表
の
役
割
は
、
学

校
の
学
習
の
到
達
度
を
明

確
に
す
る
こ
と
や
、
児
童

生
徒
自
身
の
自
己
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
子
供

　
南
檜
山
５
町
と
江
差
警

察
署
は
、
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
施
行
に
伴
う
連

携
協
定
を
締
結
し
、
江
差

警
察
署
の
連
携
の
協
力
、

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
を
行
う
た
め
の
必
要

な
事
項
も
定
め
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
具
体
的
な

連
携
協
定
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
犯
罪
被
害
者
等
へ

の
支
援
を
行
う
際
、
町
と

警
察
署
が
綿
密
に
連
携
協

力
し
、
個
人
状
況
情
報
を

　

岐
阜
県
美
濃
市
で
は
、

小
学
校
に
上
が
っ
た
ば
か

り
の
子
供
た
ち
に
勉
強
へ

の
苦
手
意
識
や
劣
等
感
を

抱
か
せ
な
い
よ
う
ま
た
、

保
護
者
向
け
の
難
し
い
言

葉
が
並
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
通
知
表
を
廃
止

し
た
。

　
江
差
町
の
通
知
表
を
見

る
と
小
学
校
低
学
年
で
は
、

理
解
が
難
し
い
漢
字
や
語

句
が
多
く
使
用
さ
れ
て
お

り
、
通
知
表
自
体
が
誰
の

た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
の

か
、
劣
等
感
を
感
じ
て
自

信
や
意
欲
を
失
う
、
小
１

プ
ロ
ブ
レ
ム
が
起
き
な
い

よ
う
に
十
分
配
慮
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

問
　
犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
し
て

問
　
小
学
校
低
学
年
に
お
け
る
通
知
表
は
必
要
か

答
　
関
係
機
関
と
連
携
協
力
し
支
援
を
行
う

答
　
様
々
な
役
割
が
あ
り
有
用
と
考
え
て
い
る

が
何
を
頑
張
っ
て
い
る
か
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
が
育
っ
て

い
る
か
な
ど
の
情
報
を
保

護
者
に
対
し
て
伝
え
る
大

切
な
手
段
の
一
つ
と
捉
え

て
お
り
、
教
員
自
身
が
子

供
た
ち
を
よ
り
観
察
す
る

動
機
に
も
な
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
低
学
年
で
あ
っ

て
も
通
知
表
は
有
用
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
岐
阜
県
美
濃
市
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
、
全
国
で

同
様
の
方
針
を
探
る
動
き

も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、

情
報
の
収
集
に
努
め
て
い

く
こ
と
か
ら
ご
理
解
願
い

ま
す
。

北海道が発表した地震・津波被害想定

江差小学校で実際に
使用されている通知表

の
避
難
行
動
を
促
す
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　
想
定
さ
れ
て
い
る
津
波

は
、
平
成
29
年
北
海
道
日

本
海
沿
岸
津
波
浸
水
想
定

等
の
結
果
を
用
い
て
お
り
、

当
町
が
定
め
て
い
る
防
災

計
画
に
順
応
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
公
表
に
よ
る
見

直
し
等
は
必
要
な
い
が
、

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

の
追
記
、
職
員
の
珠
洲
市

災
害
派
遣
を
生
か
し
た
内

容
と
す
る
た
め
、
時
期
を

見
て
見
直
し
等
を
行
う
。
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半島振興法対象地域（国交省HPから）

用
開
始
か
ら
の
経
過
年
数

と
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在

22
年
を
経
過
し
、
耐
用
年

数
の
目
安
で
あ
る
50
年
を

経
過
す
る
下
水
道
管
渠
は

な
い
。

　
３
点
目
、
今
後
の
老
朽

化
し
た
管
の
更
新
の
方
針

に
つ
い
て
、
上
水
道
の
老

朽
管
更
新
工
事
に
つ
い
て

は
、
優
先
順
位
な
ど
を
勘

案
し
な
が
ら
毎
年
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
年
２
回

の
漏
水
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
近
年
、
住
民
の
生

活
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
漏
水
事
故
の
発
生
件
数

は
減
少
し
て
い
る
。

　
公
共
下
水
道
管
渠
に
つ

い
て
、
現
在
、
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
管

渠
の
更
新
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
記
載
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
下
水
道
管

渠
の
経
過
年
数
な
ど
を
見

極
め
、
更
新
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
を

計
画
に
加
え
る
。

　
日
常
点
検
や
漏
水
調
査

な
ど
、
継
続
し
た
状
況
把

握
に
努
め
、
道
路
管
理
者

と
の
情
報
共
有
等
、
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
老
朽
管
の

更
新
に
努
め
て
い
く
こ
と

と
考
え
て
お
り
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。

た
管
の
更
新
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
方
針
で
備
え

る
か
を
伺
う
。

町
長
１
点
目
、
総
合
計

画
に
お
け
る
耐
震
化
率
に

つ
い
て
、
急
所
施
設
お
よ

び
重
要
施
設
ま
で
の
管
路

の
耐
震
化
率
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
令
和
５
年
度
の

現
状
値
は
、
73
．
７
％
と

な
っ
て
お
り
、
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
令
和
11

年
度
ま
で
の
目
標
値
と
し

て
は
、
80
．
３
％
と
し
て

い
る
。

　
２
点
目
、
令
和
７
年
度

末
時
点
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
が
１
，
６
４
５
ｍ
、
塩

ビ
管
２
万
３
，
９
０
１
ｍ
、

そ
の
他
鋳
鉄
管
が
１
，
２

１
０
ｍ
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
公
共
下
水

道
管
渠
の
最
大
管
径
に
つ

い
て
は
、
70
ｃ
ｍ
と
な
っ

て
い
る
。

　
公
共
下
水
道
の
管
渠
整

備
に
つ
い
て
は
、
平
成
６

年
度
か
ら
進
め
ら
れ
、
供

用
開
始
は
平
成
15
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
下
水
道
管

渠
の
体
耐
用
年
数
は
、
供

　
上
下
水
道
管
の
老
朽
化

対
策
に
つ
い
て
、
上
下
水

道
管
の
老
朽
化
を
起
因
と

す
る
道
路
陥
没
事
故
の
発

生
が
相
次
ぎ
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
町

の
現
状
と
、
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　
１
点
目
、
上
水
道
管
に

つ
い
て
、
水
道
管
路
耐
震

化
率
は
令
和
６
年
度
中
に

設
定
予
定
と
な
っ
て
い
る

が
、
設
定
さ
れ
た
か
。

　
２
点
目
、
下
水
道
管
の

管
種
ご
と
の
延
長
、
最
大

管
径
は
。
ま
た
、
平
成
６

年
度
か
ら
公
共
下
水
道
の

整
備
を
進
め
て
い
る
が
、

50
年
の
耐
用
年
数
を
経
過

し
た
下
水
道
管
は
な
い
と

考
え
て
よ
い
か
。

　
３
点
目
、
将
来
老
朽
し

問
　
上
下
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
と
方
針
は

答
　
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
更
新
に
努
め
る

無
　
会
　
派

議
員

出で
さ
き﨑

　
太た

ろ
う郎

出﨑　太郎議員

事
業
推
進
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
が
、

現
状
、
離
島
地
域
や
過
疎

地
域
な
ど
他
の
条
件
不
利

地
域
対
策
に
比
べ
て
、
半

島
地
域
に
対
す
る
国
の
政

策
展
開
は
十
分
と
は
言
え

な
い
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
、

半
島
振
興
基
本
方
針
の
策

定
を
進
め
て
お
り
、
全
国

半
島
振
興
市
町
村
協
議
会

を
通
じ
な
が
ら
、
交
通
情

報
通
信
施
設
の
整
備
促
進

や
半
島
防
災
の
推
進
、
半

島
地
域
が
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
、
財
政
措

置
の
拡
充
を
国
に
強
く
要

望
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

生
が
追
記
さ
れ
る
と
と
も

に
、
半
島
地
域
の
役
割
と

し
て
、
自
然
環
境
お
よ
び

良
好
な
景
観
の
保
全
、
多

様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
活
用
が
追

加
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
基

本
理
念
の
条
文
が
追
加
と

な
り
、
地
方
創
生
、
魅
力

の
増
進
、
半
島
防
災
、
国

土
強
靱
化
を
基
本
理
念
と

し
て
半
島
振
興
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。

　
法
の
改
正
に
よ
り
、
函

館
江
差
自
動
車
道
整
備
な

ど
の
半
島
道
路
網
の
整
備
、

江
差
港
の
整
備
に
つ
い
て
、

　
改
正
半
島
振
興
法
の
対

応
方
針
に
つ
い
て
、
能
登

半
島
地
震
災
害
を
受
け
、

３
月
に
半
島
防
災
の
推
進

を
掲
げ
た
改
正
半
島
振
興

法
が
成
立
し
、
江
差
町
も

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域

対
象
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
。
政
府
の
基
本
方
針

案
が
示
さ
れ
た
が
、
対
応

方
針
を
伺
う
。

町
長
今
回
の
改
正
は
能

登
半
島
地
震
を
受
け
、
半

島
防
災
の
考
え
方
が
強
く

打
ち
出
さ
れ
た
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
主
な
改
正

内
容
は
、
法
の
目
的
に
半

島
防
災
の
推
進
と
地
方
創

問
　
改
正
半
島
振
興
法
の
対
応
方
針
は

答
　
財
政
措
置
の
拡
充
を
強
く
要
望
し
て
い
く
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ご
理
解
願
い
た
い
。

再
１
点
目
、
冬
場
や
夜

間
な
ど
、
厳
し
い
条
件
で

の
訓
練
が
必
要
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
今
後
の
法
定

協
議
会
の
中
で
、
必
要
な

対
策
を
改
め
て
取
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
所
見

を
伺
う
。

副
町
長
１
点
目
、
道
が

公
表
し
た
被
害
想
定
を
踏

ま
え
つ
つ
、
実
施
に
向
け

て
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
２
点
目
、
促
進
区
域
の

指
定
の
動
き
が
決
定
次
第
、

議
会
に
も
情
報
を
提
供
し

た
い
。
ま
た
、
協
議
会
の

中
で
議
論
す
る
テ
ー
マ
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る

た
め
ご
理
解
願
い
た
い
。

日
本
共
産
党

議
員

小お
の
で
ら

野
寺　
真ま

こ
と

小野寺　真議員

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
４
点
目
、
江
差
町
の
洋

上
風
車
は
Ｆ
18
断
層
モ
デ

ル
に
沿
っ
て
建
設
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
檜
山
沖
に
お

け
る
協
議
会
で
日
本
海
沿

岸
大
地
震
の
被
害
想
定
を

論
議
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
伺
う
。

町
長
１
点
目
、
避
難
訓

練
の
実
施
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
度
よ
り
各
町
内
会

等
々
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
た
防
災
研
修

会
を
開
催
す
る
他
、
各
学

校
の
防
災
１
日
学
校
や
江

差
町
社
会
福
祉
協
議
会
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

に
参
加
し
、
防
災
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
お
り
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く
。

　
避
難
路
・
避
難
階
段
の

整
備
に
つ
い
て
、
既
存
の

避
難
路
の
再
点
検
を
行
い
、

維
持
管
理
等
を
住
民
の
皆

様
と
協
力
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
と
考
え
て
お
り
そ

の
上
で
、
防
災
研
修
会
な

ど
を
通
じ
て
住
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
新
た
な
避

　
１
点
目
、
津
波
浸
水
想

定
区
域
で
の
、
継
続
し
た

避
難
訓
練
の
実
施
、
避
難

路
・
避
難
階
段
の
整
備
、

見
直
し
が
必
要
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
国
や
道
で
は

能
登
半
島
の
地
震
関
連
死

等
の
実
態
を
調
べ
た
上
で

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
明
確
に

位
置
づ
け
た
避
難
所
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
定
し
た
。

江
差
町
に
お
い
て
も
避
難

所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
が

急
が
れ
る
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

　
３
点
目
、
か
も
め
島
周

辺
全
体
の
町
民
や
観
光
客

も
含
め
た
利
用
客
に
対
す

る
避
難
誘
導
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
必
要
で
は
な
い
の
か
と

問
　
地
震
発
生
時
の
防
災
対
策
の
見
直
し
を

答
　
住
民
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
検
討

　
道
は
昨
年
12
月
に
北
海

道
ヒ
グ
マ
管
理
計
画
を
改

定
し
た
。
人
と
ヒ
グ
マ
と

の
空
間
的
な
棲
み
分
け
を

図
る
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
、

市
町
村
向
け
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
３
月
に
出
さ
れ
て

い
る
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理

は
一
つ
の
方
法
論
と
考
え

る
が
町
と
し
て
の
所
見
を

伺
う
。

町
長
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理

は
地
域
に
よ
っ
て
、
地
形

や
土
地
利
用
の
状
況
、
ヒ

グ
マ
の
生
息
状
況
が
異
な

る
こ
と
か
ら
各
市
町
村
の

実
情
に
合
わ
せ
た
ゾ
ー
ニ

ン
グ
設
定
が
必
要
と
な
る
。

当
町
と
し
て
は
、
道
内
の

策
定
状
況
の
動
向
を
見
極

め
、
近
隣
町
や
関
係
機
関

と
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
作

成
に
つ
い
て
協
議
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
考
え
て
お

り
、
理
解
願
い
た
い
。

再
人
間
と
ヒ
グ
マ
の
関

係
、
棲
み
分
け
の
考
え
方
、

修
正
、
対
策
等
々
を
住
民

に
知
ら
せ
て
い
く
と
い
う

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

　
ま
た
、
ヒ
グ
マ
の
被
害

等
、
江
差
町
と
し
て
ど
う

い
う
現
状
な
の
か
お
示
し

願
う
。

産
業
振
興
課
参
事
ヒ
グ

マ
の
習
性
や
生
息
区
域
を

熟
知
し
て
い
る
猟
友
会
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員

の
方
々
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
協
議
を
行
い
、
広
報

等
を
通
し
て
お
示
し
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
５
年
ヒ
グ
マ
出
没

情
報
が
最
も
多
い
65
件
と

な
っ
て
お
り
、
６
月
ま
で

の
出
没
情
報
は
７
件
、
令

和
６
年
度
に
つ
い
て
は
例

年
並
み
の
18
件
と
な
っ
て

お
り
、
６
月
ま
で
の
出
没

状
況
は
９
件
と
な
っ
て
い

る
。
令
和
７
年
度
に
つ
い

て
は
６
月
19
日
現
在
、
５

件
と
な
っ
て
お
り
、
３
年

間
の
現
状
を
見
る
と
、
極

端
に
出
没
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
状
況
に
は
な

い
。

問
　
ヒ
グ
マ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
導
入
の
考
え
は

答
　
実
情
に
沿
っ
た
計
画
の
策
定
を
検
討
す
る

難
所
や
避
難
階
段
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
く
。

　
２
点
目
、
ス
フ
ィ
ア
基

準
を
位
置
付
け
た
当
町
の

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
早

急
な
改
正
に
つ
い
て
、
地

域
防
災
計
画
等
の
見
直
し

を
行
う
際
、
避
難
所
の
設

備
等
、
道
か
ら
の
防
災
資

機
材
の
支
援
も
含
め
、
ス

フ
ィ
ア
基
準
を
参
考
と
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
３
点
目
、
か
も
め
島
利

用
客
に
対
し
、
現
在
進
め

て
い
る
防
災
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
に
よ
る
早

期
の
情
報
伝
達
と
避
難
誘

導
に
努
め
て
い
く
。
新
た

な
道
の
駅
に
お
け
る
避
難

誘
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
を

受
託
事
業
者
と
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

ご
理
解
願
い
た
い
。

　
４
点
目
、
事
業
者
未
定

の
た
め
、
風
車
の
建
設
場

所
が
決
定
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
議
論
は
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
道
が

公
表
し
た
被
害
想
定
を
踏

ま
え
、
洋
上
風
力
に
お
け

る
法
定
協
議
会
を
通
じ
な

が
ら
議
論
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

「地震・津波被害想定」の概要
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問
　
交
付
金
申
請
書
の
内
容
整
理
を

答
　
各
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
精
査
す
る

　
道
の
駅「
北
の
江
の
島
」

整
備
事
業
第
２
世
代
交
付

金
実
施
計
画
申
請
書
は
記

載
要
項
に
基
づ
い
て
真
実

を
記
載
し
町
長
も
確
認
さ

れ
て
い
る
か
。

　
２
点
目
、
江
差
町
と
し

て
の
道
の
駅
年
間
利
用
者

数
は
。

　
３
点
目
、
売
り
上
げ
の

一
部
を
町
に
納
付
す
る
こ

と
を
検
討
と
し
て
い
る
が
、

北
の
江
の
島
拠
点
施
設
要

求
水
準
書
で
は
一
定
以
上

の
利
益
に
つ
い
て
、
一
部

町
へ
の
返
還
を
求
め
る
と

さ
れ
て
お
り
、
利
益
、
売

上
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の

か
伺
う
。

町
長
１
点
目
、
内
部
検

討
の
中
で
積
み
上
げ
た
も

無
　
会
　
派

議
員

増ま
す
な
が永

　
一か

ず
ひ
こ彦

増永　一彦議員

財
政
調
整
基
金
が
10
億
円

を
下
回
っ
た
場
合
、
道
の

駅
中
止
の
検
討
は
。

　
２
点
目
、
現
在
の
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
金
額

は
。
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施

設
供
用
開
始
が
控
え
て
お

り
、
実
質
公
債
比
率
は
最

大
何
％
に
な
る
か
伺
う
。

町
長
道
の
駅
整
備
に
つ

い
て
、
財
政
状
況
を
踏
ま

え
た
上
で
、
予
定
通
り
進

め
て
い
く
。

　

令
和
６
年
度
末
時
点
、

積
立
額
は
９
６
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
７
年

度
現
時
点
で
３
１
０
万
円

の
ご
寄
付
の
申
し
出
が

あ
り
、
合
わ
せ
る
と
１
，

２
７
０
万
円
と
な
る
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施
設

整
備
に
つ
い
て
、
供
用
開

始
年
度
が
後
年
度
に
ず
れ

込
む
見
通
し
で
あ
り
、
現

時
点
で
事
業
費
や
事
業
年

度
な
ど
の
具
体
的
内
容
が

明
ら
か
で
な
く
、
実
質
公

債
費
比
率
の
試
算
は
出
来

か
ね
る
た
め
ご
理
解
願

う
。

再
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
さ
な
い
よ
う
、
具
体

た
の
か
。
名
前
の
公
表
を

求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
交
付
金
事
業
の
初
年
度

は
、
各
団
体
か
ら
聴
取
し

た
意
見
を
記
載
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
地
域
の

多
様
な
主
体
が
ど
の
よ
う

に
参
画
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
運
用
し
て
い
く

か
を
記
載
す
る
こ
と
も
可

能
と
い
う
記
載
要
領
に

な
っ
て
お
り
、
今
回
記
載

し
た
内
容
は
担
当
部
局
に

お
い
て
、
今
後
の
想
定
を

し
な
が
ら
記
載
し
た
内
容

で
あ
る
。
今
後
、
意
見
交

換
を
通
じ
な
が
ら
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

再
再
申
請
書
の
内
容
か

ら
補
助
金
が
削
減
さ
れ
た

場
合
、
差
額
分
を
財
政
調

整
基
金
か
ら
崩
す
の
か
、

道
の
駅
を
中
止
す
る
か
、

答
弁
を
求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
現
時
点
で
想
定
さ
れ
る

も
の
を
記
載
し
て
お
り
、

各
団
体
と
は
こ
れ
か
ら
意

見
交
換
を
通
じ
て
取
り
進

め
て
い
き
、
交
付
対
象
外

と
な
ら
な
い
よ
う
担
当
課

と
し
て
対
応
し
て
い
く
。

の
を
記
載
し
て
お
り
、
町

長
決
裁
を
経
て
提
出
し
て

い
る
。

　
２
点
目
、
道
の
駅
整
備

が
二
つ
の
交
付
金
を
活
用

し
て
お
り
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
と
第
２
世

代
交
付
金
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
年
間
利
用
者
数
を

算
出
し
て
い
る
。

　
３
点
目
、
利
益
と
い
う

表
現
が
正
し
い
も
の
で
あ

り
今
後
、
実
施
計
画
書
の

修
正
等
の
対
応
を
行
う
。

再
申
請
書
の
中
で
、
各

主
体
団
体
か
ら
の
意
見
書

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

江
差
町
を
除
く
、
各
主
体

団
体
は
意
見
、
提
案
、
コ

メ
ン
ト
を
提
出
し
て
い
な

い
と
確
認
し
て
い
る
。
主

体
団
体
か
ら
の
意
見
で
な

い
場
合
は
、
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る

が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
各

団
体
の
誰
か
ら
提
出
さ
れ

た
意
見
な
の
か
伺
う
。 

　
２
点
目
、
各
主
体
団
体

の
提
出
意
見
で
は
な
い
場

合
、
誰
の
指
示
で
記
載
し

的
に
ど
の
よ
う
な
行
財
政

改
革
を
行
う
の
か
伺
う
。　

ま
た
、
行
財
政
改
革
と
し

て
職
員
の
給
与
の
見
直
し

を
行
う
の
か
を
併
せ
て
伺

う
。財

政
課
長
町
長
就
任
時

か
ら
の
財
政
調
整
基
金
等

は
、
概
ね
同
水
準
で
残
高

を
推
移
、維
持
し
て
い
る
。

副
町
長
当
初
予
算
段
階

で
、
財
政
調
整
基
金
の
取

崩
し
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
な
る
べ
く
基
金
を
取

崩
さ
な
い
予
算
編
成
を
進

め
て
い
く
。
現
時
点
で
職

員
の
給
与
削
減
は
考
え
て

い
な
い
。

再
再
財
政
状
況
か
ら
、

道
の
駅
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
を
町
民
は
反
対
し
て

い
る
。
道
の
駅
事
業
を
中

止
し
、
財
政
安
定
化
に
力

を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

　
ま
た
、
財
政
調
整
基
金

が
10
億
円
を
下
回
ら
な
い

こ
と
の
公
言
を
求
め
る
。

副
町
長
現
時
点
で
10
億

下
回
ら
な
い
こ
と
を
本
会

議
に
お
い
て
確
約
す
る
も

の
で
は
な
い
。
財
政
調
整

基
金
も
一
定
程
度
の
額
を

確
保
し
な
が
ら
、
議
会
の

議
決
を
経
な
が
ら
進
め
て

い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後

も
進
め
て
い
く
。

問
　
財
政
不
安
定
に
よ
る
道
の
駅
中
止
の
検
討
は

答
　
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
進
め
て
い
く

　
令
和
６
年
３
月
定
例
会

時
に
、
公
文
書
や
書
類
等

の
印
鑑
省
略
に
つ
い
て
質

問
し
、
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
認
識
か
ら
、

検
討
を
進
め
る
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

町
長
押
印
見
直
し
基
準

と
し
て
、
合
理
性
お
よ
び

代
替
性
の
有
無
等
が
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
示
さ
れ
て
お

り
、
既
存
の
押
印
見
直
し

と
新
た
に
押
印
を
規
定
す

る
際
の
判
断
基
準
と
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
関
連
部
署
と
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
関
連

規
定
の
改
正
を
行
う
。

問
　
公
文
書
等
の
印
鑑
省
略
の
進
捗
は

答
　
関
連
規
定
の
改
正
を
行
い
整
理
す
る
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　社会文教常任委員会（大門和幸委員長）は、令和６年第２回定例会で事務調査をおこし、担当課からの説明を求め、
先進地への事務調査（北海道雨竜郡沼田町）を実施し、調査をした結果について次のとおり報告した。

■調査の目的
　�　中学校における部活動の状況は、少子化に伴う生徒数の減少により、学校単位でのチーム編成が困難となっ

てきており、町内のほか近隣町の中学校も同様の状況の中で合同部活動を実施しなければならない状況が続い
ている。

　�　平日は、学校ごと少人数での練習が主であり、合同での練習は休日のみとなっている。合同練習の際の会場
への移動手段が保護者や教職員への負担となっておりその他、少子化による生徒数の減少からチーム編成が困
難になること、指導者の確保等が課題となっている。

　�　部活動について、平成３０年の地域におけるスポーツ環境整備を進めるガイドライン、学校の働き方改革を
踏まえた地域移行を進めることが求められており、当委員会では、少子化における学校教育のうち、「部活動の
地域移行」に焦点を当て、現状と将来課題について調査することとした。

　�　本町における学校教育、特に部活動の持続可能なあり方の構築に向けた一助となることを願い、調査結果に
ついて意見を付して報告する。

■調査の結果・意見
　１．地域移行に向けた対応の必要性について
　・�本町において、生徒数の大幅な減少により、学校単位での部活動運営が困難な状況が続いており、特に団体

競技では、町内外の中学校と合同での活動が常態化しており、活動の場の確保、送迎の負担、種目の選択肢
減少など多くの課題が顕在化している。指導者の確保や配置、クラブチームとの住み分け、運営体制の在り
方についても課題が山積みしている。

　・�国や道の方針に基づき「部活動の地域移行」が推進されているが、その実現には段階的かつ実効性のある取
り組みが求められる。先進地においても同様の課題を共有しながらも、地域主導の体制整備や保護者説明の
実施など、具体的な一歩を踏み出しており、本町においても、単独ではなく、近隣市町村と連携した広域で
の地域移行に取り組むことが必要である。

　２．地域移行を見据えた協議会における継続的な協議の実施について
　・�すでに設置されている関係者（教育委員会、学校関係者、保護者、地域スポーツ団体等）を含む協議会において、

今後の方向性について継続的かつ具体的な検討を進めていくべきである。
　・�指導者の確保に向けた環境整備、指導資格取得への支援制度の創設や、指導者の情報共有の場づくりを進め、「地

域で子どもを育てる」意識の醸成を図る必要がある。
　３．送迎・会場確保等に関する町の支援強化について
　・�保護者・教職員の負担軽減に向けて、送迎支援や会場調整等の実務的支援を町が積極的に担う体制の構築を

検討することが求められる。
　・支援の内容や範囲を明確にするために、町としてのガイドラインを早期に整備することが望まれる。
　４．広域的な運営体制の構築に向けた他市町村との連携強化について
　・温度差の解消を図りながら、広域教育行政主導による地域移行体制を構築していくべきである。

社会文教常任委員会
『少子化における学校教育に関する事務調査』

令和７年度　道南地区森林・林業・林産業活性化推進
　　　　　　議員連絡会総会及び研修会
　４月２３日、木古内町中央公民館において、総会及び研修会が開
催され、当議会より塚本議員・大門議員が出席しました。
　総会では、塚本議員が議長の任を受け、議事進行を務めました。
　研修会では、「森林・林業を取り巻く情勢」「道南地域のナラ枯
れ被害」について、それぞれの講師より講演がありました。

研修会に参加しました！研修会に参加しました！
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新しい委員会の構成決まる新しい委員会の構成決まる
　江差町議会では、各常任委員会等の任期を２年とし、２年ごとに委員会の構成を変更しています。
　令和7年第２回定例会において、常任委員会、議会運営委員会、議会広報特別委員会の選任が行われ、
委員会の構成が以下のとおり決定されました。

　令和７年第２回定例会で議長を除く全議員による発議を行い、「議会改革調査特別委員会」を設置しま
した。継続調査を行い、令和９年３月定例会にて、関係条例の改正を提案予定です。

■委員会設置の目的
・議員定数を始めとした議会関係諸規定などの検証・見直し・制定に係る調査を行うことを目的とする。

総務産業常任委員会

議 会 運 営 委 員 会

社会文教常任委員会

議会広報特別委員会

総合的企画、財産管
理、財務、農林及び
水産業、商工、観光
及び労働、土木及び
建築、都市計画、港
湾、上水道及び下水
道に関すること。他
の委員会の所管に属
しないことを調査し
ます。

議会を円滑に、効率
的に運営するため
に、議会の運営に関
する事項や議長の諮
問に関する事項を調
査したり、請願など
の審査も行います。

社会福祉、消防、保
健衛生、教育及び文
化に関することを調
査します。

年４回開催される定
例会に合わせ、審議
内容等をお知らせす
る議会だよりの編
集・発行、議会ホー
ムページの充実など
を通じ、情報公開に
努めています。

委 員 長： 大門　和幸

副委員長： 西海谷　望

委　　員： 飯田　隆一

委　　員： 室井　正行

委　　員： 小梅　洋子

委　　員： 田畑　豊利

委 員 長： 小野寺　真

副委員長： 出﨑　太郎

委　　員： 飯田　隆一

委　　員： 室井　正行

委　　員： 西海谷　望

委 員 長： 出﨑　太郎

副委員長： 小野寺　真

委　　員： 打越東亜夫

委　　員： 塚本　　眞

委　　員： 増永　一彦

委 員 長： 西海谷　望

副委員長： 大門　和幸

委　　員： 出﨑　太郎

委　　員： 田畑　豊利

委　　員： 増永　一彦

議会改革調査特別委員会を設置しました議会改革調査特別委員会を設置しました

■委員の定数
・１１名

　　委 員 長： 塚本　　眞　
　　副委員長： 小野寺　真
　　委　　員： 議長を除く９名

■設置の根拠
・�地方自治法第１０９条及び江差町議会委員会
条例第４条

■設置の根拠
・�設置の日から令和9年２月２８日までとし、
本会議閉会中もなお継続調査を行う
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江差町議会第２回定例会　賛否一覧（全員一致の議案を除く）

議　　　件　　　名

増
永
　
一
彦

大
門
　
和
幸

田
畑
　
豊
利

出
﨑
　
太
郎

西
海
谷
　
望

小
梅
　
洋
子

室
井
　
正
行

小
野
寺
　
真

飯
田
　
隆
一

打
越
東
亜
夫

塚
本
　
　
眞

採決
結果

議案第４号
義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、
「３０人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実
現に向けた意見書の提出について

○ ○ 欠 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 可決

議案第５号
道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を
抜本的に見直しすべての子どもにゆたかな学びを保障する高
校教育を求める意見書の提出について

○ ○ 欠 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 可決

議案第６号 令和７年度北海道最低賃金改正等に関する意見書の提出につ
いて ○ ○ 欠 ○ × × × ○ × ○ ○ 可決

議案第７号 適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止等を求める
意見書の提出について ○ × 欠 ○ × × ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第８号 米の安定供給や食料支援の緊急対策を求める意見書の提出に
ついて ○ × 欠 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

発議第９号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書の提出
について ○ × 欠 ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決

発議第 10号 将来にわたり安全安心な医療・介護制度の提供を求める意見書
の提出について ○ × 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

（凡例：賛成：〇　　反対：×　　欠席：欠）

出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！
令和７年 4月 1日から 6月 30日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（中の数字：1傷病・2出産・3育児・4看護・5介護・6私用）

会 　 議 　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委  員
出
﨑
　
太
郎

塚
本
　
　
眞

打
越
東
亜
夫

小
野
寺
　
真

増
永
　
一
彦

大
門
　
和
幸

西
海
谷
　
望

飯
田
　
隆
一

室
井
　
正
行

小
梅
　
洋
子

田
畑
　
豊
利

萩
原
　
　
徹

第 ２ 回 定 例 会 6月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❹ ○

第 ３ 回 臨 時 会 4月17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❶ ○ ○ ○

第 ４ 回 臨 時 会 6月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○ ○ ○ ○ ○

第５回全員協議会 6月12日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６回全員協議会 6月19日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❹ ○

第７回全員協議会 6月30日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○ ○ ○ ○ ○

社会文教常任委員会 6月 5 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会
4月 9 日 ○ ○ ○ ○ ❹

4月17日 ○ ○ ○ ○ ❹

議 会 運 営 委 員 会

4月17日 ○ ○ ○ ○ ❶ ○

5月26日 ❻ ○ ○ ○ ○ ○

6月 9 日 ○ ○ ❻ ○ ○ ❻

6月30日 ○ ○ ❻ ○ ○ ○
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４
月
17
日
に
第
３
回
臨
時
会
・
６
月

30
日
に
第
４
回
臨
時
会
が
行
な
わ
れ
、

補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　
【
第
3
回
臨
時
会
】

◎
補
正
予
算
（
令
和
６
年
度
専
決
）

◇
珠
洲
市
災
害
支
援
寄
附
代
理
受
入
事
業

５
６
７
万
７
千
円

◇
江
差
町
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
地
方

創
生
基
金
積
立

　
１
５
０
万
円

◇
江
差
町
か
も
め
島
交
流
拠
点
づ
く
り

基
金
積
立

３
０
０
万
円

◇
財
政
調
整
基
金
積
立
金
（
国
民
健
康

保
険
費
特
別
会
計
）

３
万
４
千
円

◎
補
正
予
算
（
令
和
７
年
度
）

◇
珠
洲
市
災
害
支
援
寄
附
代
理
受
入
事
業

５
５
８
万
３
千
円

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
（
地
方
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）

１
５
０
万
円

◎
条
例
改
正
（
専
決
）

◇
江
差
町
税
条
例
一
部
改
正

◎
契
約
の
締
結

◇
令
和
７
年
度
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
整
備
委
託
業
務

　
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
北
海
道

　
　
代
表
取
締
役
社
長　
植
村　
隆
弘

契
約
金
額　
４
億
６
，
０
３
５
万
円

◎
行
政
報
告
《
事
業
者
公
募
》

◇
10
事
業
者
で
構
成
さ
れ
る
１
グ
ル
ー

プ
か
ら
参
加
表
明

◎
行
政
報
告
《
寄
附
採
納
》

◇
江
差
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長　
片
石 　
明
彦　
様

　
○
文
房
具
30
セ
ッ
ト

　
（
青
少
年
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
）

◇
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
札
幌
総
合

　
支
社 

江
差
営
業
オ
フ
ィ
ス

機
関
長　
遠
藤　
博
明　
様

　
○
タ
オ
ル
チ
ー
フ
25
枚

　
（
地
域
支
援
活
動
と
し
て
）

◇
江
差
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
今
村　
久
代　
様

　
○
現
金
３
０
０
万
円

　
（
江
差
町
か
も
め
島
交
流
拠
点
づ
く

り
基
金
へ
積
み
立
て
）

◎
そ
の
他
（
専
決
）

◇
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
【
第
４
回
臨
時
会
】

◎
補
正
予
算
（
令
和
６
年
度
専
決
）

◇
公
衆
浴
場
燃
料
費
高
騰
対
策
支
援
事
業

２
０
万
円

◇
豊
か
な
前
浜
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
０
０
万
円

◇
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計

繰
出
金

５
５
０
万
円

◇
北
の
江
の
島
拠
点
施
設
（
仮
称
）
道

の
駅
「
か
も
め
島
」
整
備
事
業
に
係

る
契
約
締
結
差
止
請
求
事
件
対
応

９
９
万
７
千
円

◇
〝
エ
エ
町
江
差
”
子
育
て
応
援
商
品

券
事
業

７
２
９
万
８
千
円

◎
債
務
負
担
行
為

◇
弁
護
士
委
託
（「
北
の
江
の
島
拠
点

施
設
（
仮
称
）
道
の
駅
「
か
も
め
島
」

整
備
事
業
に
係
る
契
約
締
結
差
止
請

求
事
件
」（
住
民
訴
訟
）

１
０
７
万
８
千
円

◎
行
政
報
告

◇
北
の
江
の
島
拠
点
施
設
（
仮
称
）
道
の

駅
「
か
も
め
島
」
整
備
事
業
に
係
る
契

約
締
結
差
止
請
求
事
件
に
つ
い
て

◎
行
政
報
告
《
寄
附
採
納
》

◇
矢
口
港
湾
建
設
矢
口
ダ
イ
バ
ー
株
式

会
社

　
代
表
取
締
役　
矢
口　
政
則　
様

　
○
現
金
３
０
０
万
円

　
（
資
源
変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
栽
培
・

　
養
殖
漁
業
を
確
立
す
る
た
め
）

　

６
月
12
日
・
６
月
19
日
・
６
月
30

日
に
そ
れ
ぞ
れ
全
員
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

●
第
５
回
全
員
協
議
会
（
６
月
12
日
）

  

・（
仮
称
）
道
の
駅
「
か
も
め
島
」
整

備
事
業
に
係
る
事
業
者
か
ら
の
提
案

者
か
ら
の
提
案
書
の
提
出
に
つ
い
て

  

・
不
適
正
事
務
に
つ
い
て

●
第
６
回
全
員
協
議
会
（
６
月
19
日
）

  

・
江
差
町
地
方
卸
売
市
場
の
移
転
に
つ

い
て

●
第
７
回
全
員
協
議
会
（
６
月
30
日
）

  

・（
仮
称
）
道
の
駅
「
か
も
め
島
」
整

備
事
業
に
係
る
優
先
交
渉
権
者
の
決

定
に
つ
い
て

臨　
時　
会

全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

表　　面

裏　　面

見 本
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時

会

委
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議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

議会の動き議会の動き
◆議会広報特別委員会

◆道南林活議連役員会（塚本議員）

◆檜山町村議長会定例議長会

　（江差町：議長）

◆議会運営委員会

◆第３回臨時会

◆議会広報特別委員会

◆道南林活議連総会及び研修会

（塚本議員、大門議員）

◆議会運営委員会

◆檜山地域振興協議会総会（江差町：議長）

◆檜山広域行政組合議会運営委員会

　（小野寺議員）

◆檜山広域行政組合議会第２回臨時会

　（小野寺議員、出﨑議員）

◆社会文教常任委員会

◆議会運営委員会

◆北海道町村議会議長会第76回定期大会

　（議長出席）

◆第５回全員協議会

◆令和７年度江差町議会議員会総会

◆第２回定例会

◆第６回全員協議会

◆議会運営委員会

◆第７回全員協議会

◆第４回臨時会

4月 9 日

4月10日

4月16日

4月17日

4月23日

5月26日

6月 2 日

6月 4 日

6月 5 日

6月 9 日

6月10日

6月12日

6月19日

6月30日

☆ 振興局による七夕イベント
　７月４日　コミュニティプラザえさし（エコー）で
　日明・水堀・かもめ保育園の園児が参加して、檜山
振興局による「ゼロカーボンひやま」七夕イベントが
行われました。
　プラスチックごみが海を汚し、おさかなさんが困っ
ていることを教わっ
た後、七夕用笹竹に
飾り付けをし、木材
を使って工作を体験
しました。

今 号 の 表 紙

（撮影者：出﨑　太郎　議会広報特別委員会委員）

　

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴すること
ができます。
　皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなみんなのの議会 傍聴議会 傍聴しませんかしませんか
次の定例会は次の定例会は９９月月です。です。日程は日程は

ホームページホームページでお知らせします。でお知らせします。

　

　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度
以降の会議録を閲覧することができます。議会
だよりへの掲載は、紙面の都合上、一部省略し
ております。詳しくはHPにてご確認願います。

（議会HPアドレス）
https://www.hokkaido-esashi.
jp/gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい議会ホームページをご覧下さい

議会インターネット配信をご覧ください議会インターネット配信をご覧ください
　議会定例会・臨時会を、動画配信サイト YouTube（ユーチューブ）でご視聴いただけます。
１ スマートフォン・タブレットから
① 右の QR コードを読み取る
② メニューから、動画を選びタップ

２ QRコードが読み取れない・パソコンから
① 動画配信サイト YouTube を検索しサイトに入る。
② 検索画面で「江差町議会」と入力し検索する。
③ 視聴したい動画を選びクリックする。

江差町議会だより 14この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています
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